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死ぬことを想定するわけです．そのため，自
分の死を早めるのではないかという魔術的な
恐怖感を抱いて，アメリカ人も最初は生命保
険に入ることを躊躇したらしいのです．日本
も生命保険が初めて入ってきた時には同じよ
うな恐怖感があって，非常に抵抗があったら
しいのです．
ところがその先が違っていて，アメリカは
徐々に生命保険を受け入れるようになったの
ですが，日本では生命保険という言い方を変
えて養老保険にしたのです．これはリスク論
的に言えば重大な変更で，生命保険は正に事
前の事後対応策で，死んだ後の対応策ですけ
れども，養老保険は，老後の保険になるわけ
ですから，死ぬ前の保険になるのです．つま
り，日本では生命保険は事前の事後対応策で
あるという性格を覆い隠すことによって普及
してきたのです．
もう一つついでに言えば，今でも職業賠償
責任保険というものがあって，医者のような
専門的な職業に関しては，アメリカでは医者
に直接保険が掛けられます．それに対して，
日本では医者個人に保険を掛けるというよう
なことはせずに，医師会の団体に掛けられる
のです．個人に保険を掛けた場合には，例え
ば自分の家族が手術をする時に，その手術を
担当してくれる先生が失敗するかもしれない
という前提で保険を掛けるわけですが，それ
は非常に保険を掛ける側にとっても掛けられ
る側にとっても，抵抗感がある訳です．しか
し，医師会に掛けると，そういう事前の事後
対応策という性格を覆い隠すことができる訳
です．この隠蔽的な機能は，悪い面ばかりで
はありませんが，負の側面が強くなっている
ことは確かです．
公共的な活用の方向
大國：有難うございました．パネル・ディス
カッションを総括させて頂きます．3.11の震
災で，これまで目に見えない形では存在して
いたような幾つもの問題が顕在化してきただ
ろう．そういったことに関して，今日４人の
講師の方にお話を伺い，色んな意味で接点が
あったかと思います．一つには情報の価値，
あるいは価格，値段の問題も，グーグルのよ
うにバッククリックが一日10億回もあれば
それだけでもまた値段が付いて来るとか，リ
アルタイムメディア，これは一年間で岩上さ
んは２千本のストックが出て来る，こういっ
たものの検索はどうしていくのだろう，そう
いった所で集合知というものが如何にして，
活用できるのか，という問題，それから正村
先生がご指摘下さった特殊日本的と同時に，
別の水準で特殊現代的な問題というのを考え
ていく必要がある．こういったものを公共的
な活用といったようなことを考えた時に，既
存のメディアとか出版界がこれまで依存して
きたような機能としての，図書館機能のよう
なものというのを少し考えていくというのも
一つの方向性かなと思います．
あまり手際が良くなくて申し訳ございませ
んでした．これで第二部のパネル・ディスカッ
ションを終わりたいと思います．どうも有難
うございました．
石井：最後に今回の進行・準備に際した総合
研究所の所長渡邊先生の方からご挨拶を頂い
て，閉会したいと思います．よろしくお願い
します．
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